
 

新報告書『化石燃料ファイナンス報告書2026』発表 
〜世界65銀行、化石燃料セクターへの最新の資金提供を分析〜 

2026年6月9日（火）10:00-10:55 Zoomにて​
 

 
 
プログラム 
 

10:00 - 10:15　新報告書「化石燃料ファイナンス報告書2026」概要説明 

ケイリブ・シュワルツ（気候変動・エネルギー部門　シニアリサーチアナリスト） 
10:15 - 10:25　銀行の気候変動対策に関する世界的な動向と、必要な規制・政策変更について 

アリソン・フェイジャンス=ターナー（同　銀行エンゲージメント＆方針リーダー） 
10:25 - 10:35　メガバンクの米国LNG事業への資金提供と問題点～リオ・グランデLNGへの資金提供を事例

に考察～ 

麻生里衣（日本チーム　責任ある金融キャンペーナー） 
10:35 - 10:55　質疑応答 

10:55　終了 

 

配布資料 
1.​ RANプレスリリース「新報告書『化石燃料ファイナンス報告書2026』発表」 

2.​  『化石燃料ファイナンス報告書2026』要約版 

3.​ 本日のプレゼン資料 

4.​ 日本の3メガバンクに特化したファイナンス分析資料 

 

 



 
登壇者プロフィール 
 

　ケイリブ・シュワルツ Caleb Schwartz 
RAN気候変動・エネルギー部門 シニアリサーチアナリスト　​
 
2022年9月からRANに参加。以前は、化石燃料産業からの投資撤退（ダイベストメント）キャンペーンを数年にわたって
オーガナイズ（組織化）してきた。RANに入る前は「化石燃料ダイベスト・ハーバード卒業生（Fossil Fuel Divest Harvard 
Alumni）」というキャンペーンでキャンペーン・コーディネーターとして活動した。同グループは、世界で最も裕福な大学で
ある米ハーバード大学の化石燃料ダイベストメント実現に貢献した。それ以前は、化石燃料事業の資金調達と資金提供

に関する調査を非営利団体向けに行い、オーガナイジングで長年の経験があるマーシャル・ガンツ氏（Marshall Ganz）
の下でティーチング・フェローとしてオーガナイジングを教え、数多くの地域組織化キャンペーンを支援してきた。また、利

益追求の名のもとに進行する世界各地の土地の金融化と劣化に反対する「ストップ・ハーバードの土地収奪 キャンペー
ン（Stop Harvard Land Grabs Campaign）」の共同創立者でもある。ハーバード大学にて環境科学・公共政策の学士号
を取得。  
 
アリソン・フェイジャンス=ターナー Allison Fajans-Turner, Bank Policy 
RAN気候変動・エネルギー部門 銀行エンゲージメント＆方針リーダー 
 
毎年発表している『化石燃料ファイナンス報告書（Banking on Climate Chaos）』の調査チームと緊密に連携し、 その分
析に基づいて銀行との広範囲にわたる対応ややりとり、ブリーフィングを担当している。米国の国内および 対外的な気
候・クリーンエネルギー政策の推進に取り組む中で培われた、気候ファイナンス、連合構築、戦略的コ ミュニケーションに
おける10年以上の専門性を有している。気候ファイナンスに関するイニシアティブの「 BankFWD」でマネージング・ディレ
クターを務めた際には、銀行の脱炭素化を加速するために顧客側の気候変 動対策戦略を主導し、影響力のある報告書
『Carbon Bankroll』を共同で作成した。「Climate Nexus」では、特別プロジェクト・パートナー・アソシエイト・ディレクターを
務め、気候に関する多様なテーマについて影響力のある 気候ナラティブやニュース記事、報告書、連合、キャンペーンの
構築と実行を担った。また、米国がパリ協定から の離脱を発表した後も、米国の気候目標の維持を掲げ、4,000以上のメ
ンバーを擁する全国規模の連合である「 We Are Still In（現 America Is All In）」を共同設立・共同運営した。 ジョンズ・ホ
プキンス大学高等国際関係大学院（SAIS）にて国際関係学・経済学の修士号を、ブラウン大学にて開 発学および歴史学
の学士号を取得。「Regenerosity」の理事も務め、リジェネラティブ・プラクティス（再生型実践）を通じて食料主権と経済的
自立を構築しながら、伝統的な土地の保護と再生に取り組む草の根組織を支援している。 
 
麻生里衣 Rie Aso 
日本チーム　責任ある金融キャンペーナー 
 
2024年、RANに加わり現職に着任。世界的に重要性の高い熱帯地域における森林破壊と気候変動の問題について、銀
行をはじめとする金融機関の役割に関する問題提起や改善策に関する対話などの活動を担当。環境団体における経歴

は10年以上前、インドネシアにおけるパーム油産業の持続可能性を訴える活動から始まり、以来、自然環境および生物
多様性の保全に関する活動に従事してきた。前職では、『Insure Our Future』ネットワークの一員として、日本の大手損
害保険会社に気候変動対策を求める活動を支援した。豪州タスマニア大学にて、科学（植物学・環境学専攻）学士号を取

得。 
 

 
レインフォレスト・アクション・ネットワーク（RAN） 
東京都渋谷区千駄ヶ谷1-13-11-204 080-4005-2489 
コミュニケーション＆デジタルスペシャリスト　立花実咲 Email: misaki.tachibana@ran.org  
日本チームマネジャー：関本幸 Email: yuki.sekimoto@ran.org 
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